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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
教育的現象の多様化とこれに伴う教育諸科学の専門化が進むなかで、今日の教育哲学は、
教育と呼ばれてきた事象を広く「人間形成」として捉え直す傾向にある。たとえば、わが国
の代表的な教育哲学研究者の一人である細谷恒夫は、その著作『教育の哲学』（1962 年）に
おいて、従来の教育哲学に共通の動向、すなわち「教育目的論」または「教育理念論」への
自己限定を省みたうえで、「人間形成の基礎理論」（人間形成論）という教育哲学の新たなあ
り方を提唱している。細谷によると、教育的事象はそれ自体の人間形成的意味によって教育
的なのであり、したがってそれは、教育目的や教育理念に対する意識に制約されえないもの
なのである。本論文は、教育哲学研究の置かれているこのような状況をもふまえながら、「調
和と人間形成」の問題をシェーラーの哲学に即して究明し、これによって人間形成論研究の
新たな可能性を提示している。その考察対象は、「調和と人間形成」にかかわるシェーラー
哲学のさまざまな位相、すなわち倫理学、哲学的人間学、形而上学、知識社会学、自他関係
論といったきわめて広汎な領域にわたるものである。 
 こうした研究は、これまでの教育哲学研究には見られない独創性を有している。教育哲学、
とりわけ人間形成論に対するシェーラーの哲学の意義については、わが国においてはもちろ
ん、ドイツでもいまだ原理的・全体的には十分に研究されていないのが実情であり、この点
で本論文は教育哲学研究、ひいては人間形成論研究に対して多大な貢献をなすものである。 
 さて、本論文のようにいかなる教育論をも展開していない哲学者を教育哲学（人間形成論）
的に研究する場合、回避されねばならないのは、その哲学思想をすでに完成されたひとつの
体系として理解したうえで、それが提示する本質理論を教育的現実の諸問題に対して適用し
ていく、ということである。しかしながら、一方、教育的現実とそこへの実践的関与にのみ
研究を方向づけていくならば、そこで取り扱われる哲学思想を恣意的に歪曲してしまう危険
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性がある。その点で、シェーラー研究に伴うこのディレンマをも十分に自覚しながら、シェ
ーラーの諸著作及び多くの関連文献を精緻に探査・読解し、人間形成における調和の意味を
多角的・重層的に解明した本論文は、未熟ではあるものの、全体としてみるならばきわめて
意欲的な研究であるといえる。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
